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出した。結果、98大学のシラバス内の用語として、｢遠隔看護｣ と ｢Telenursing｣ は各々１大学で
抽出され、両者同じ大学だった。｢遠隔医療｣ は４大学で抽出され、｢遠隔看護｣ を抽出した１大学
と重複していた。｢テレナーシング｣ と ｢telehealth｣ は抽出されなかった。現状の看護系大学の看
護基礎教育における ｢遠隔看護｣ に関わる学びの機会は僅少だった。
キーワード：遠隔看護，看護基礎教育，シラバス調査
Survey on the Actual Situation of Learning Related to 
Telenursing by Web Syllabus
Keiko TOYOMASU＊, Masao MORI＊＊and Takayasu KAWAGUCHI＊
Abstract: Telenursing is defined as “nursing practice using telecommunication technology.” Practice 
of telenursing requires special knowledge and skills in addition to basic nursing practical skills related to 
information science and computer science. Therefore, we surveyed the actual situation of education on 
telenursing in fundamental nursing education. The data were collected from the syllabus of fundamental 
nursing education published on the Web. The number of occurrences of keywords related to telenursing in the 
syllabus that we were able to collect was calculated quantitatively. As a result, terms from the syllabus, such as 
“Enkaku-kango (telenursing by Japanese)” and “Telenursing” were extracted each from one university, and 
they were the same university. “Telemedicine” was extracted from four universities and was duplicated with 
one university that extracted “Enkaku-kango.” “Tele-Na-Singu (telenursing by Japanese Katakana)” and 
“telehealth” were not extracted. There were few opportunities for learning related to telenursing in nursing 
fundamental education of the current nursing universities.
Keywords: Telenursing, Fundamental Nursing Education, Syllabus Survey
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ID A B C D
遠隔医療 3 6 4 2
遠隔看護 2 0 0 0
テレナーシング 0 0 0 0
telenursing 1 0 0 0
telehealth 0 0 0 0
＊大学は「遠隔看護」「遠隔医療」の出現数順で並び替えた
＊キーワードが出現した大学のみ表示した
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　シラバスから行うカリキュラム分析を行った三好
も、分析結果を参考にすることにより、今後のカリ
キュラム作成のヒントを得ることができるであろう
（三好 2012）［11］と考察している。よって、発展す
る情報社会における看護実践に対応できる看護職者
を育成するための教育実態把握に関わる調査は、今
後も続ける価値があると考える。
２） Web上に公開されたシラバス内の用語抽出調
査の手法
　シラバスのWeb上での公開方法には、静的な
HTML、PDF、ウェブデータベースでの３つの公
開状態に分けられ、これらのシラバスを自動・半自
動的に取得して、そのテキストから用語の出現数を
検査するにはプログラム構築が必要になった。そし
て、Web上に公開されたシラバス内の遠隔看護関連
用語出現状況の実態調査を行うためには、Web上
に公開されたシラバス情報の入手と、その情報から
キーワードを抽出・分析する技術が必要になる。そ
の理由として、Web上に公開された大量のデータへ
の人力でのアクセスと保存には、ミスやエラーによ
るデータ入手漏れの危険性もあるためである。
　本調査の現状におけるサンプル数が98校であると
いう限界は残したが、入手できたシラバスからは網
羅的にキーワード検索ができ、キーワードを検索し
た先のシラバス情報を追跡できた。追跡の結果で
は、どのような科目において、そのような内容で遠
隔看護が教育されているのかを把握可能なことも明
らかにできた。今後もサンプル校を増やしながら、
看護基礎教育における遠隔看護にかかわる教育の実
態をさらに探究していきたい。
【注】
［注１］ wget：Webページ発信元から複数ファイルをダウ
ンロードする働きのある命令（コマンド）のこと
［注２］ 静的なHTML：作成されたページがそのまま表
示されるようなページのことで、逆に動的とは、
表示するタイミングで作成されるページのこと
［注３］ ruby：読みやすさや、書きやすさから、初心者が
馴染み易いたため、大学のプログラミングの授業
で用いられることも多いプログラム言語のこと
［注４］ pdftotext：PDFファイルからテキストを抽出する
ためのコマンドのこと
［注５］ Selenium：人が手でWebブラウザを操作する代わ
りに、Webブラウザを使ってWebアプリケーショ
ンをテストするツールのこと
